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2026/1/5(月) 
民数記 3:14-39 

●ゲルション族の任務（25-26）、ケ
ハテ人諸氏族の任務（31）、メラリ族
の任務（36-37）は同じかな？それと
も違う？ 

⭐ しかし、私達は一人一人、キリスト
の賜物の量りにしたがって恵みを与え
られました。（エペソ4:7） 
→6年前、ある友人と賜物について話
していたとき、私は「自分には賜物は
ない」と思っていた。でも、みことば
は「神様は一人一人に恵みを与えられ
た」ことを語っている。賜物（恵み）
がない人はいないんだね。教会や部
活、クラスの中であなたに与えられて
いる役割は何だろう。忠実にそれに取
り組んでいけるように一緒に祈ろう！

2026/1/6(火) 
民数記 3:40-51 

●神様はレビ人をイスラエルの長子
(最初に生まれた子)の代わりにご自分
のものとして取り分られた。これは出
エジプトの過越の出来事に関係してい
るよ。神様はエジプトでどんなことを
なさったかを思い出そう。 

●神様はエジプト全土の長子を打つこ
とによってイスラエルを解放した。イ
スラエルの長子は過越のいけにえによ
って守られたんだけど、それ以来すべ
ての長子が神のものとされたんだ。こ
れがイスラエルが「神の民」とされた
原点。君にとって信仰の原点はどこだ
ろう？イエス様の十字架を思い出し、
初めの愛に立ち返ろう！

2026/1/7(水) 
民数記 4:1-20 

　レビ人のうち、ケハテ族は最も聖な
る物とされた契約の箱や祭壇、聖所の
器具に関わることだった。彼らはそれ
を直接見たり触れたりすることは許さ
れず、祭司たちが覆いを施した後での
み運ぶことができた。 

●もし一目でも聖なるものを見たり触
れたりしたら死ななければならなかっ
た。君がケハテ族の一員で奉仕する人
だったら？想像してみよう。 

●神様を恐れることについてどんなこ
とが考えさせられるだろう？ 

●今イエス様の十字架によって神様に
近づける恵みの大きさを考えよう！

2026/1/8(木) 
民数記 4:21-49 

●昨日のケハテ族に続いて、ゲルション
族(21-)、メラリ族(29-)に割り当てられ
た奉仕が記されている。どんな奉仕か
確認してみよう。 

●教会にも様々な奉仕がある。中には
人の目につかないような奉仕もあるけ
れど、そこに優劣はなくて、全ての奉
仕が、神様のためにされている尊い働
きなんだ。君が神様のためにしたいと
思うことはなんだろう？ 

●からだに色々な器官があるように、
一人ひとりに違う賜物が与えられてい
る。そして大切なのことは、自分のた
めではなく、神様の栄光を表す目的が
あるということ。全ての奉仕がそのた
めにあることを忘れないようにしよ
う！

2026/1/9(金) 
民数記 ５章 

6-10vまでを読もう。 
●7vには、罪を行ったときに何をしなけ
ればならないと書いてあるかな？2つある
ね。 
●6v「主の信頼を裏切り」ってあるね。
神様は僕らにどんな信頼を寄せてくれて
いると思う？きみが友だちを信頼する
時、何を信頼しているんだろう。 

●神様は僕らが「きっとみこころに沿っ
て歩める」と信じてくれている。神の子
どもとしてくださったからね。でも僕ら
は知らなくて（時には知っていても）そ
の信頼を裏切る形で他の誰かに接してし
まうことがあるんじゃないかな。神様は
それに気づいたら、告白して償いをする
ように勧めている。きみは思い当たるこ
とがあるかな？

2026/1/10(土) 
民数記 ６章 

　ナジル人誓願について書かれている
ね。この時代のイスラエルの人たち
は、神様への信仰やそれぞれの事情、
思いから自分を特別にきよく保つ期間
をもっていた。大変そうなことだけれ
ど、これは修行でもなければ、何かを
我慢して見返りをもらうためのもので
もないよ。 
　いつもの習慣や自分の楽しみから一
度離れることで、神様の恵みを思い巡
らしたり、自分自身が「神様のもの」
であることを深く覚えたりする大切な
時間だったんだ。それを心から受け取
れた時、神様に自分をささげることの
喜びを味わうことができる。 
　今、君がその時間を取るとしたら生
活の中でどんな時間の使い方をするか
な？

2026/1/11(日) 
民数記 7:1-23 

●幕屋を設営し終えた日に、モーセは
これらに油注ぎをして聖別した。その
時、族長たちが自分たちのささげ物を
持ってきたと書いてあるけど、それは
何だっただろうか。 

●2,3節を読むと、彼らが積極的に持
ってきた様子が分かる。それは心から
のささげ物だった。そして彼らのささ
げ物は、幕屋の奉仕のために用いら
れ、神様と共にある礼拝生活の助けと
なったんだ。 
君は神様に感謝するとき、それを表し
ているだろうか？どんな形でも、感謝
をささげることで、神様との関係を豊
かにされていこう！

あなたがた自身も生ける石として霊の家に築き上げ
られ、神に喜ばれる霊のいけにえをイエス・キリス
トを通して献げる、聖なる祭司となります。 
（ペテロの手紙第一　２章42節）


